
10

６
％
あ
り
、
景
観
上
重
要
な
地

区
に
は
、
市
域
全
体
に
設
け
る

最
低
限
の
ル
ー
ル
よ
り
も
う
少

し
き
め
細
や
か
に
設
け
た
ほ
う

が
よ
い
と
い
う
意
見
が
50
・
９

％
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
景
観
づ

く
り
に
一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

29
年
度
に
は
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
ほ
か
、
本
市
の
景
観
特

性
の
把
握
な
ど
を
行
っ
た
。
ま

た
、
景
観
計
画
を
策
定
す
る
上

で
必
須
事
項
と
な
る
景
観
計
画

区
域
と
景
観
形
成
に
関
す
る
方

針
の
検
討
を
行
っ
て
、
景
観
計

画
策
定
委
員
会
で
意
見
を
聞
い

た
。

●
教
育
費

三
河
湾
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

開
催
事
業

問　

三
河
湾
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
魅
力
向
上
策
と
し
て
、
募

集
定
員
の
増
加
や
年
齢
別
部
門

の
新
設
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

定
員
の
増
加
は
、
ス
タ
ー

ト
後
の
コ
ー
ス
規
制
に
よ
る
道

幅
の
問
題
か
ら
難
し
い
と
考
え

る
。
年
齢
別
部
門
の
新
設
は
、

女
子
第
２
部
40
歳
代
・
50
歳
代

の
部
を
40
歳
代
の
部
と
50
歳
代

の
部
の
２
つ
に
分
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、

表
彰
式
の
簡
略
化
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
お
り
、
ま
ず
は
30
年

度
に
表
彰
式
の
簡
略
化
を
行
い
、

31
年
度
に
年
齢
別
部
門
の
新
設

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

●
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
１

億
５
０
２
８
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
２
億
５
０
４
２
万
円

で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
２

億
３
９
３
４
万
円
の
純
損
失
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損

金
は
１
４
６
億
１
５
７
０
万
円

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
８
３
３
億

２
３
７
万
円
で
、
前
年
度
比 三河湾健康マラソン

● 最近3カ年のモーターボート競走事業会計からの繰出金
年度

会計名
一 般 会 計

土地区画整理事業
下 水 道 事 業
水 道 事 業
病 院 事 業
合　　　計

特別
会計

企業
会計

平成29年度

0
0

7億円
0

15億円
22億円

平成28年度

0
2億8千万円
6億7千万円

0
12億5千万円

22億円

平成27年度

0
4億5千万円

6億円
0

12億5千万円
23億円

○定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫

負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書

提出者　　蒲郡市教員組合　

　　　　　執行委員長　松本　康利　はじめ 357 名

審査結果　採択

○国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める

陳情書

提出者　　中井　秀雄

審査結果　採択

○愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を

求める陳情書

提出者　　中井　秀雄

審査結果　採択

○私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を

是正するために市町村独自の授業料助成の拡充を

求める陳情書

提出者　　中井　秀雄

審査結果　聞きおく

■ 陳　情

①定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担

制度の堅持及び拡充を求める意見書

内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、

総務大臣宛て

②国の私学助成の拡充に関する意見書

内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

宛て

③愛知県の私学助成の拡充に関する意見書

愛知県知事宛て

（○内の数字は、意見書案番号）

■ 意見書


